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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 5,578 49.9 △101 ― △66 ― △106 ―

21年12月期第3四半期 3,722 ― △584 ― △566 ― △751 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △8.95 ―

21年12月期第3四半期 △63.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 7,676 4,966 64.6 418.09
21年12月期 7,828 5,107 65.0 430.51

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  4,958百万円 21年12月期  5,091百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年12月期 ― 0.00 ―

22年12月期 
（予想）

2.00 2.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
詳細につきましては、本日発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,200 41.8 △63 ― △24 ― △75 ― △6.33



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化により上記予想値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  11,870,600株 21年12月期  11,837,240株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  10,079株 21年12月期  9,509株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  11,847,451株 21年12月期3Q 11,827,921株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の景気対策等により景気が回復基調に

推移しましたが、急激な円高の進行等により企業業績にも先行き不透明感が増し、景気回復の勢いに陰りが見られま

した。 

当社グループの主要販売先である電機・機械・自動車等の製造業においては、海外で積極的な設備投資需要が回復

しましたが、円高の影響により国内の設備投資が慎重になった結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は55億

７千８百万円（前年同期比49.9％増）となりました。損益面で売上高は回復傾向にありましたが、第３四半期に入り

国内設備投資が鈍化したこと、利益率の低い輸出販売比率が高まったことににより、営業損失１億１百万円（前年同

期は５億８千４百万円の営業損失）、経常損失６千６百万円（前年同期は５億６千６百万円の経常損失）となり、四

半期純損失は１億６百万円（前年同期は７億５千１百万円の四半期純損失）となりました。 

主要な商品の概況は次のとおりです。 

電子部品実装機を中心とした電子機器は、前年同期では設備投資の凍結により、需要が低迷しましたが、当四半期

においては中華圏（台湾、中国）を中心とした電機各社の設備投資の回復により、売上高は26億９千２百万円（前年

同期比198.1％増）となりました。  

工作機械は大型研削盤、工具研削盤の販売実績がありましたが、企業の国内設備投資に慎重さが見られ、売上高は

７億４千７百万円（前年同期比3.8％増）となりました。 

測定機器は非接触三次元測定システムの販売が回復傾向にあり、売上高は３億７千９百万円（前年同期比25.4％

増）となりました。  

産業機械はコーティング装置等の販売実績があり、売上高は２億２千８百万円（前年同期比19.0％減）となりまし

た。  

光電子装置及び光電子部品はレーザー関連及び光アンプ等であります。当社の連結子会社であるサンインスツルメ

ント㈱の取扱商品であり、売上高は４億６千４百万円（前年同期比43.0％減）となりました。  

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1.9％減少し76億７千６百万円となりました。 

（流動資産） 

流動資産は前連結会計年度末に比べ15.9％増加し41億２千６百万円となりました。輸出販売の売掛金の回収が短期

間で進捗したこと、仕入先であるパナソニックファクトリーソリューションズ㈱からの差入保証金の回収４億円があ

ったことなどにより、現金及び預金が５億２千１百万円増加したことなどによるものです。 

（固定資産） 

固定資産は前連結会計年度末に比べ16.8％減少35億５千万円となりました。これは差入保証金が４億１百万円減少

したこと、投資有価証券の売却及び評価損計上により、投資有価証券が２億５千２百万円減少したことなどによるも

のです。 

（流動負債） 

流動負債は前連結会計年度末に比べ10.5％増加し21億５千万円となりました。これは売上の回復により支払手形及

び買掛金が３億９千２百万円増加したことなどによるものです。 

（固定負債） 

固定負債は前連結会計年度末に比べ27.8％減少し５億５千９百万円となりました。これは長期借入金が３億９千万

円減少したことなどによるものです。 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べ2.8％減少し49億６千６百万円となりました。これは四半期純損失１億６百万円

になったことにより利益剰余金が１億６百万円減少したことなどによるものです。 

  

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下の通りです。 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は前連結会計年度末に

比べ５億円増加し、19億２千９百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおり

であります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は５億４千６百万円（前年同期は２億３千２百万円の獲得）となりました。これは主

として、税金等調整前四半期純損失が７千４百万円になりましたが、売掛金の短期回収により売上債権の減少額２億

６千８百万円と、売上の回復に伴い仕入債務の増加額３億９千５百万円があったことによるものです。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果獲得した資金は６億２百万円（前年同期は６千２百万円の使用）となりました。これは主として、

差入保証金の回収による収入４億円、投資有価証券の売却による収入１億８千３百万円があったことによるもので

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は６億４千３百万円（前年同期は４億９千万円の使用）となりました。これは主とし

て、長期借入金の返済による支出６億４千１百万円があったことによるものです。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年12月期の連結業績予想につきましては、本日業績予想の修正を行っております。  

詳細につきましては、本日発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し第２四半期連結会計期間末に係

る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

  

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に

著しい変化が認められない場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法により算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループの継続企業の前提に関する重要事項等について変更はありま

せん。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,935,962 1,414,940

受取手形及び売掛金 808,492 1,097,722

有価証券 － 17,846

商品 1,037,340 752,482

その他 346,180 278,455

貸倒引当金 △1,676 △1,897

流動資産合計 4,126,300 3,559,549

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 539,619 564,361

土地 1,742,311 1,742,311

その他（純額） 24,158 29,243

有形固定資産合計 2,306,088 2,335,915

無形固定資産   

その他 15,665 34,010

無形固定資産合計 15,665 34,010

投資その他の資産   

投資有価証券 94,775 347,381

投資不動産（純額） 753,922 767,788

差入保証金 315,944 717,307

その他 195,717 182,218

貸倒引当金 △131,559 △116,159

投資その他の資産合計 1,228,800 1,898,537

固定資産合計 3,550,554 4,268,464

資産合計 7,676,854 7,828,013
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 866,548 473,885

短期借入金 200,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 582,586 833,096

1年内償還予定の社債 100,200 －

未払法人税等 9,634 8,522

賞与引当金 41,700 －

その他 349,973 130,207

流動負債合計 2,150,642 1,945,711

固定負債   

長期借入金 183,244 574,151

社債 199,800 －

退職給付引当金 162,189 145,254

その他 14,013 55,279

固定負債合計 559,246 774,684

負債合計 2,709,889 2,720,396

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,381,582 1,374,102

資本剰余金 1,997,995 1,997,995

利益剰余金 1,588,372 1,694,403

自己株式 △3,081 △3,004

株主資本合計 4,964,869 5,063,497

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,976 50,986

繰延ヘッジ損益 1,035 △15,051

為替換算調整勘定 △13,133 △7,481

評価・換算差額等合計 △6,121 28,454

新株予約権 8,217 15,664

純資産合計 4,966,965 5,107,617

負債純資産合計 7,676,854 7,828,013
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,722,305 5,578,215

売上原価 3,009,719 4,508,775

売上総利益 712,586 1,069,440

販売費及び一般管理費 1,296,817 1,170,893

営業損失（△） △584,231 △101,453

営業外収益   

受取利息 17,703 11,707

受取配当金 5,617 4,180

仕入割引 － 17,928

不動産賃貸料 25,353 25,353

助成金収入 10,396 －

その他 16,881 19,209

営業外収益合計 75,952 78,379

営業外費用   

支払利息 29,590 21,442

不動産賃貸費用 22,054 17,272

その他 6,694 4,616

営業外費用合計 58,338 43,331

経常損失（△） △566,617 △66,405

特別利益   

投資有価証券売却益 － 63,896

貸倒引当金戻入額 736 220

特別利益合計 736 64,117

特別損失   

貸倒引当金繰入額 － 15,400

投資有価証券評価損 － 57,000

退職特別加算金 65,752 －

前期損益修正損 6,290 －

特別損失合計 72,042 72,400

税金等調整前四半期純損失（△） △637,923 △74,687

法人税、住民税及び事業税 10,671 7,453

法人税等調整額 103,277 23,889

法人税等合計 113,948 31,342

四半期純損失（△） △751,872 △106,030
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,358,144 1,527,529

売上原価 1,109,637 1,259,823

売上総利益 248,507 267,706

販売費及び一般管理費 409,801 396,678

営業損失（△） △161,294 △128,971

営業外収益   

受取利息 5,881 2,059

受取配当金 652 457

仕入割引 － 5,385

不動産賃貸料 8,451 8,451

助成金収入 10,396 －

その他 5,680 2,152

営業外収益合計 31,062 18,505

営業外費用   

支払利息 9,366 6,287

不動産賃貸費用 11,512 4,622

その他 874 2,465

営業外費用合計 21,754 13,374

経常損失（△） △151,986 △123,840

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10 △22

特別利益合計 10 △22

特別損失   

貸倒引当金繰入額 － 15,400

投資有価証券評価損 － 57,000

退職特別加算金 65,752 －

特別損失合計 65,752 72,400

税金等調整前四半期純損失（△） △217,727 △196,263

法人税、住民税及び事業税 5,868 3,495

法人税等調整額 252,490 43,440

法人税等合計 258,358 46,935

四半期純損失（△） △476,086 △243,199
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △637,923 △74,687

減価償却費 60,091 54,989

受取利息及び受取配当金 △23,321 △15,888

支払利息 29,590 21,442

売上債権の増減額（△は増加） 888,603 268,824

たな卸資産の増減額（△は増加） 248,483 △287,244

仕入債務の増減額（△は減少） △498,402 395,412

その他 75,837 195,601

小計 142,959 558,449

利息及び配当金の受取額 17,725 16,888

利息の支払額 △32,153 △19,136

法人税等の支払額 △18,815 △9,916

法人税等の還付額 122,650 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 232,366 546,285

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △53,981 △1,250

無形固定資産の取得による支出 △2,290 △220

投資有価証券の取得による支出 △951 －

投資有価証券の売却による収入 － 183,611

差入保証金の回収による収入 － 400,701

その他 △4,870 19,232

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,093 602,074

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 700,000 500,000

短期借入金の返済による支出 △200,000 △800,000

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △900,510 △641,417

社債の発行による収入 － 300,000

社債の償還による支出 △300,000 －

配当金の支払額 △89,556 △1,366

その他 △40 △490

財務活動によるキャッシュ・フロー △490,106 △643,273

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,162 △4,287

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △322,996 500,798

現金及び現金同等物の期首残高 1,885,917 1,428,861

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,562,921 1,929,660
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 該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］ 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

当社グループは設備機械の販売商社として、同一セグメントに属する電子機器、工作機械、測定機器、産業機械

及び光電子部品の販売を行っており、当該事業以外に種類がないため該当事項はありません。  

  

［所在地別セグメント情報］ 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める国内事業の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。  

  

［海外売上高］ 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国または地域は、地理的近接度により、区分しております。 

２. 各区分に属する国または地域の内訳は次のとおりであります。 

（1）アジア…………………………台湾、中国 

（2）その他の地域…………………米国他 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  629,431  145  629,577

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  3,722,305

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合

（％） 
 16.9  0.0  16.9

  アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  2,169,879  673  2,170,552

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  5,578,215

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合

（％） 
 38.9  0.0  38.9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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